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保護者の皆様 

高槻市立桜台認定こども園 
 

令和４年度 桜台認定こども園 教育自己評価について 
 

保護者の皆様には、平素より本園の保育教育活動に温かいご支援とご理解ご協力を賜りまして、

誠にありがとうございます。昨年末にはお忙しい中、幼児クラス（３～５歳児）の保護者の方には

教育アンケートにご協力ありがとうございました。保護者の皆様のおかげで今年度は回収率が大幅

にアップしました。ひとえに皆様のご理解やご協力をいただいてこその結果です。今後も皆様に感

謝し、子ども達により良い保育教育を進め、更に努力を重ねてまいりたいと思います。つきまして

は 0 歳～2 歳児の保護者の方へもご参考までに配布させていただきます。 
 

評議員の方からのご意見 
3 月初旬、認定こども園評議員会を開催いたしました。保護者の教育アンケートの結果や今年度

の教育活動内容を報告し、ご意見をいただきました。下記に主な報告や意見をご紹介させていた

だきます。 

以上のご意見をいただきました。 

＊アンケートの中で「子育ては楽しい」や、「子育ての相談相手（協力者）がいる」という回答

で「あまり思わない」「思わない」の回答が多いことに驚いた。もし、孤独に子育てをしている

のであれば楽しいと思える余裕はなくなると思う。現在は地域で子育てをする環境が難しく、助

けてほしくても声を上げられない状況や、他人との付き合いを自ら敬遠している保護者も増えて

いるのも事実。ただ、その中で育つ子どもは一番悲しい思いをするので、つらいと思ったことが

ある、つらいと思ったときはどんな時かを知り、その時にこども園はいつも味方になるメッセー

ジを発信してあげてほしい。 
＊家庭では、コロナ禍のためこれまでになく経済的不安定になり、親子の触れ合いや様々な経験

も少なくなっている現状があり閉鎖的な子育てになってきている状況が見られた。そんな時、園

だよりの中で「子育てって思い通りにいかないよね」「子どもって一人一人ちがうよ」「忙しい

中ぎゅっと抱きしめてあげればそれで充分」と保護者がホッとするメッセージが出されていたこ

とは、お便りというより保護者への言葉の手渡しのように感じられて良かった。 
＊園の子ども達は素直に、分からないことが聞ける子どもに育っているように思う。「森って

何？」「キジって何？」知らないことが素直に「それなあに？」と聞いてもいいんだ、聞いた

ら教えてくれる人がいるんだという安心感で子どもの居場所を作っているクラスや園の雰囲気

はとても大切だと思う。 
＊コロナ禍の間、当然のように引き継いできた行事の取り組みの変更があり現場では大変な苦労

があったように思う。そんな中、目の前の子どもたちの心身の成長を育むために様々な努力がさ

れ、それは「子どもにとって本当に大切な行事の取り組みの在り方について」見直すきっかけと

されたことは大きな成果となり、これからの桜台認定こども園の保育教育を創造していく大きな

力となっていくことだと思う。 
【今年度評議員 桜台小学校校長、元保育所長で本園お話ボランティア、 

ＰＴＡ役員ＯＢ、３名の方々です。】 



 
 
評議員の方々のご意見を受けて・・・ 
 
●異年齢児学級では、子ども達にとって、人との出会いが広がり、多様性が育くまれます。それ

は子どもたちが人間関係を築くうえでの土台となり、人を受け入れる懐の広さへとつながり今後

の未来に大きく役立つことでしょう。異年齢児での育ちは、３歳や４歳児にとって５歳児は憧れ

の対象になります。５歳児になったとき、５歳児同士がお互いに憧れ、憧れられる(尊敬しあえる)
仲間関係を築く保育の在り方を見直していきたいと感じました。 
●「子育てが楽しいだけではない」ということは正直な気持ちであり、一生懸命だからこそ「わ

からなくて困っている、しんどい」という思いもあるのではないかと思います。「そんな時ある

よね」と、保護者に寄り添って味方になって、こども園は一緒に子育てを応援していきたいと思

います。気軽に「こんなときどうしたらいいの？」と、お声かけいただければと思っています。 
●今年度は大阪府下全体のアンケートを実施させていただきましたが、このアンケートを受けて

具体化した実態を把握するためには、園独自の内容深いアンケートの実施も次年度検討していき

たいと思います。 
 

【次年度も引き続き充実した保育教育が行えるように】 
 〇子ども一人一人を大切にし、異年齢児学級編成を活かした教育内容の充実を図ります。 
   子どもの主体性を育み、学びにつながる遊びが深まる教育内容の充実に努めます。 
   将来につながる人格形成の土台となる基礎人間力の強化に努めます。 
   一人一人が活かされる中で人とつながる、助け合う、高めあう集団づくりを目指します。 
 〇公立認定こども園の特色を活かし、地域や校区の学校等とも連携を深めていきます。 
   桜台は地域に支えられた恵まれた環境にあります。今後もさらに連携を深め、地域に求め

られる園づくりを続けます。 
   未来につながる多様性が育つ認定こども園のパイオニアとして、今後も認定こども園の豊

かな取り組みや、子ども達の健やかな成長を発信していきたいと思います。 
今後も、子ども達にとってよりよい保育・教育ができるよう、また、保護者・地域の皆様

に信頼される園づくりに取り組んでまいりたいと思います。 
 
 
今後も引き続き、桜台認定こども園へのご理解とご協力を賜りますよう、どうぞよろしく

お願いいたします。 



令和4年度 保護者アンケート集計 高槻市立桜台認定こども園

125 人 ※調査人数…アンケートを配布した園児数（在園児数）
121 人 回収率 96.8 ％

A B C Ｄ 無答 計

1 100 19 3 1 121

2 93 19 4 5 121

3 77 30 9 5 121

4 68 43 7 2 1 121

5 58 48 14 1 121

6 56 47 15 2 1 121

7 59 53 8 1 121

8 73 38 7 2 1 121

9 72 41 6 2 121

10 64 52 4 1 121

11 75 42 4 121

12 57 58 5 1 121

13 28 45 28 20 121

14 53 50 13 5 121

15 74 17 26 4 121

はい 77 いいえ 44

17 75 40 2 4 121

18 88 31 1 1 121

19 80 34 5 2 121

20 88 31 1 1 121

21 82 34 4 1 121

22 91 26 3 1 121

23 86 31 3 1 121

24 96 25 121

25 97 23 1 121

26 88 29 3 1 121

27 73 42 4 2 121

28 74 40 6 1 121
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勤務先から近い

手作りのおやつ

A・・・そう思う
B・・・ややそう思う
C・・・あまり思わない
Ⅾ・・・思わない

外部侵入者対策（門の施錠・来園者の安全管理など）をしている

集団生活に必要な、きまりや約束の大切さを指導している

感染症対策に努めている（手洗いうがいの指導・消毒など）

避難訓練や安全指導（交通安全・防犯）などで子どもが安全に対

する意識や習慣が身に付くように努めている

エ．徴収される費用等が安い（教材費、絵本代、主食費、制服・体操服など）

オ．地域や小学校等との交流がある（小学校への入学の際に安心など）

カ．教師の質が高い（熱心に指導、親しみやすい、信頼できる、相談しやすいなど）

3年保育がある

給食がある

3 1 44

本
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た
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由

29

  本園を希望された理由の欄に〇印をご記入ください（複数選択可）
ア．自宅から近い（送迎の負担が少ない、身近に感じる、歩いて通えるなど）

イ．保育内容がよい（遊びを中心とした保育、のびのびした保育、体験を通した保育、子ど

もの視点に立った保育など）

ウ．環境がよい（園庭が広い、施設が広い、自然が多いなど）

キ．その他（　　下の表に記載　　　）

幼

稚

園

・

こ

ど

も

園

は

教育方針や子どもの様子をわかりやすく伝えている

遊びを中心に実体験を大切にした教育活動に取り組んでいる

一人ひとりの個性を大切にし、意欲や自信を持たせている

あいさつや身の回りの始末など、基本的な生活習慣が身につくよ

うな指導を行っている

話したり聞いたりする意欲や態度を育てることに努めている

飼育・栽培などを通し自然に親しめる環境を整えている

感染症対策を踏まえた園行事や保育活動を工夫して行っている

学級懇談・個人懇談の内容は有意義である

16

①主に子育てに携わっている保護者の方は、現在
就労していますか ②いいえと答えた方にお聞きします

　近い将来、就労したいと思っている
27 11 2

保

護

者

の

方

は

子育ては楽しい

子育ての相談相手（協力者）がいる

子どもと触れ合う時間を大切にしている

規則正しい生活を心がけている

家庭で感染症対策を行っている（手洗い・うがい・消毒など）

あいさつや身の回りの始末など、基本的な生活習慣を身につけさせている

ＰＴＡ活動や保護者会に積極的に協力しいたいと思っている

幼稚園・こども園の教育活動に協力し、一緒に子育てをしようとしている

預かり保育・延長保育を積極的に利用したいと思う

調査人数

回収人数

お

子

さ

ん

は

幼稚園・こども園に行くことを楽しんでいる

入園後ともだちと、よく遊ぶようになってきた

自分のことを自分でしようとすることが増えてきた

必要な時「ありがとう」「ごめんなさい」を言おうとするようになってきた

して良いこと・悪いことを考えて行動しようとするようになってきた

約束を守って遊ぼうとするようになってきた


